
話
し
て
笑
っ
て

友
達
づ
く
り

健
康
や
若
々
し
さ
を
保
つ
に

は
、
一
人
で
閉
じ
こ
も
ら
ず
、
仲

間
や
友
達
と
話
し
た
り
笑
っ
た
り

し
て
明
る
く
過
ご
す
の
が
効
果

的
。
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
は
５
月

か
ら
週
二
回
程
度
、
六
十
五
歳
以

上
の
か
た
を
対
象
に
、
み
ん
な
で

創
作
活
動
な
ど
を
行
う
生
き
が
い

活
動
事
業
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
区
分
で
は

「
自
立
」
に
な
る
か
た
な
ど
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
体
力
的

に
も
同
じ
く
ら
い
の
人
と
知
り
合

え
ま
す
。「
人
と
接
す
る
の
は
ち

ょ
っ
と
面
倒
」
な
ん
て
思
っ
て
い

る
と
、
気
持
ち
か
ら
老
け
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
新
し
い
友

達
と
出
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
参

加
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
介
護
支

援
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
生
き
が
い
活
動
以
外
に

も
、
３
月
16
日
の
住
宅
改
造
講
習

会
を
皮
切
り
に
、
転
倒
予
防
教
室

や
高
血
圧
予
防
教
室
な
ど
の
健
康

に
つ
い
て
の
講
座
や
、
水
墨
画
や

自
分
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
味

の
教
室
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
対
象
の
講
座
以

外
に
も
、
高
齢
者
に
対

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
か
た
が
学
ぶ

講
座
も
開
か
れ
ま
す

（
別
掲
参
照
）。
今
後
行

わ
れ
る
各
講
座
の
時
期

や
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
広
報

か
し
わ
」
で
ご
案
内
し

ま
す
。地

域
福
祉
の

拠
点
に

同
プ
ラ
ザ
は
、
延
べ
床
面
積
が

約
五
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
二

階
建
て
。
一
階
に
は
生
き
が
い
活

動
が
行
わ
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
教
育

福
祉
会
館
に
あ
っ
た
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
務
室
が
移
転
し
ま
す
。

二
階
は
講
座
の
会
場
と
な
る
研
修

室
や
会
議
室
で
す
。

高
齢
者
な
ど
の
自
立
し
た
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
か
し
わ
す
ま

い
る
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
か
し
わ

広
域
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
）」
と
、

子
育
て
を
支
援
す
る
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
も

移
転
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

務
室
に
併
設
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
中
の
か
た
や
障
害
者
・

高
齢
者
の
か
た
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
手
助
け
を
必
要
と
す
る
か
た

が
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
行
け
ば

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
、
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

関
わ
る
か
た
の
活
動
の
場
に
も
な

る
│
│
。
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
は
、

そ
ん
な
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
室
は
、
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
や
、
４
月
に
設
立
さ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事

務
室
と
し
て
使
用
す
る
予
定
で

す
。

1

地
域
福
祉
課
�
67
│
１
１
３

２
・
介
護
支
援
室
�
67
│
１
１
３

５

3月16日�午後1時半～3時半�
介護予防センター「いきいきプラザ」�
市内在住の高齢者・障害者のかたと家族、市
内在勤のケアマネージャー、住宅改造業者の
かたなど、先着30人�
高齢者や障害者が安全で自立した生活を送る
ための住宅改造を学びます。住宅改造例（展
示車）の見学もあり�
無料�
2月15日�午前9時から、介護支援室へ電話で�

●住宅改造講習会�
と き�
ところ�
対 象�
�
�
内 容�
�
�
費 用�
申し込み�

介護支援室 �67－1135問�

と き�
ところ�
対 象�
内 容�
費 用�
用意する物�
申し込み�

3月26日�午後1時半～3時半�
介護予防センター「いきいきプラザ」�
市内在住の60歳以上のかた、20人�
絵手紙の基本的なポイントを学びます�
300円�
直径10�程度の小皿2枚�
往復はがきに「絵手紙講座希望」と明記し、
住所・氏名・年齢・電話番号と返信面のあ
て先を書いて、〒277－0005柏5丁目8－12　
柏市社会福祉協議会へ、2月28日�までに郵
送（当日消印有効）するか直接※応募者多
数の場合は抽選�

●絵手紙講座�

柏市社会福祉協議会 �63－9001問�

健康やねたきり防止のために�
高血圧予防教室　糖尿病予防教室　転倒予防教室
ねたきり予防教室　痴ほう予防介護者教室など�

生きがいや楽しみのために�
書道教室　水墨画教室　自分史教室　英語教室�
パソコン教室　パッチワーク教室　郷土史教室　�
小学生等との世代間交流など�

高齢者に対するボランティアのために�
ボランティア育成講座　介護実習教室など�

これから行われる予定の講座�

発行／柏市　〒277─8505 千葉県柏市柏5丁目10番1号　�(0471)67─1111 編集／広報広聴課　 発行日／毎月1日・15日

市の人口
327,991人

121,300世帯

（13.2.1現在）

主な内容�＊�＊�

市・県民税などの申告／
常磐新線の鉄道名が決定�
�
市営駐輪場・新規利用の
受け付け�
�
特集・生活習慣病「あな
たの健康、大丈夫ですか」�
�
情報館（講座・講演、こ
どもの広場ほか）�
�
人・街・緑（フォトニュ
ース）／芹沢6介の世界
／おとなりさん�

Ｐ2�
�
�
Ｐ3�
�
�
Ｐ4�
～5�
�
Ｐ6�
～7�
�
�
Ｐ8

…�
�
�
…�
�
�
…�
�
�
…�
�
�
�
…�
�

柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

と き �
�
と こ ろ �
定 員 �
入 場 料 �
申し込み�

　天性の叙情性と抜群のテクニックから生まれる�戸
田ワールド�。クラシック・ポピュラーといった概念
の枠を越えた独自の世界をお楽しみください。�

5 月12日�午後4時半
～6時半�
アミュゼ柏�
先着400人�
全席自由5,000円�
文化課チケットガイ
ドへ電話で（土曜・日
曜日、祝日を除く、
午前9時～午後5時）�

夢サウンド八十八夜�

救援金にご協力を�

文化課チケットガイド �67─5785問�日本赤十字社千葉県支部 �043─241─7531問�

　日本赤十字社では、救援金を受け付けています。
郵便振替でそれぞれの口座に送金してください。
手数料はかかりません。ご協力をお願いします。�
�インド地震�
口座番号 00110─2─5606�
加 入 者  日本赤十字社�
通 信 欄  「インド地震救援金」�
受付期間 3月29日�まで�

�三宅島・新島・神津島近海地震�
口座番号 00130─5─7883�
加 入 者  日本赤十字社東京都支部�
通 信 欄  「三宅島・新島・神津島近海�
 地震災害義援金」�
受付期間 4月30日�まで�

※物資は受け付けていません� 戸田義明氏�

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
地
招
致
へ�

皆
さ
ん
の
ア
シ
ス
ト
を�

「いきいきプラザ」オープン�介護予防
センター�

至柏�

←柏駅�

至北柏�

国
道
　
号�

16

介護予防センター�
「いきいきプラザ」�

柏市柏5丁目11－8�
（柏駅から徒歩15分。
市役所第1庁舎向かい）�図書館�

■案内図�

教育福祉�
会館�

市役所市役所�
第1庁舎庁舎�第1庁舎�第2庁舎庁舎�第2庁舎�

市役所�

N

至
野
田�

至
千
葉�

柏市�
福祉公社�

３
月
中
旬
に
、
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
プ
ラ

ザ
は
、
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
か
た
や
、「
介
護
は
必
要
な
い
け
れ
ど
、

な
ん
と
な
く
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
…
」
と
い
う
高
齢
者
の
か
た
が
、
自
分
の
健
康
を
保
ち
、
楽

し
み
を
持
っ
て
暮
ら
す
た
め
の
手
助
け
を
す
る
「
生
き
が
い
対
応
型
」
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
す
。
ま
た
、
同
プ
ラ
ザ
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
な
ど
も
併
設
さ
れ
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
、
障
害
者
や
子
育
て
中
の
か
た
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域

福
祉
活
動
の
拠
点
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。



市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告

の
受
け
付
け
が
、
２
月
16
日
（
金
）

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
平
成
12
年

中
（
平
成
12
年
１
月
１
日
〜
12
月

31
日
）
の
所
得
状
況
に
つ
い
て
申

告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
該

当
す
る
か
た
は
、
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
か
た

平
成
13
年
１
月
１
日
現
在
、
柏

市
に
住
ん
で
い
る
か
た
は
、
原
則

と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
�
〜
�
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は
、
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

�
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
　

�
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得

だ
け
で
、
給
与
支
払
者
か
ら
市
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た

�
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

�
前
年
中
の
所
得
が
条
例
で
定

め
る
金
額
以
下
。
金
額
は
、
三
十

一
万
五
千
円
×
（
控
除
対
象
配
偶

者
・
扶
養
親
族
の
人
数
＋
一
）
＋

十
七
万
千
円
（
控
除
対
象
配
偶
者

か
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
だ
け
）

な
お
、
市
内
に
住
ん
で
い
な
い

か
た
で
も
、
市
内
に
事
務
所
・
事

業
所
や
家
屋
敷
が
あ
る
場
合
は
申

告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
前
年
中

に
所
得
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
や
非
課

税
証
明
書
等
の
交
付
の
際
に
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
な
か
た

�
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
）
の
場
合

・
前
年
中
の
給
与
収
入
金
額
が

二
千
万
円
を
超
え
る

・
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額

が
二
十
万
円
を
超
え
る

・
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

払
い
を
受
け
、
従
た
る
給
与
の
収

入
金
額
と
給
与
以
外
の
所
得
と
の

合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る

・
同
族
会
社
の
役
員
や
親
族
な

ど
で
、
そ
の
法
人
か
ら
貸
付
金
の

利
子
や
不
動
産
賃
借
料
な
ど
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る

・
年
の
途
中
の
退
職
な
ど
で
、

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い

�
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
場
合

・
前
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が

基
礎
控
除
・
そ
の
他
の
所
得
控
除

額
を
超
え
、
超
え
た
金
額
に
対
す

る
税
額
が
配
当
控
除
を
超
え
る

�
譲
渡
所
得
が
あ
る
場
合

・
前
年
中
に
、
土
地
（
借
地
権

を
含
む
）
・
建
物
な
ど
の
不
動
産

や
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
の
資
産
を
売

却
し
た

申
告
に
必
要
な
物

�
申
告
書
�
印
鑑
�
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
か
給
与
明
細
書
�

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
�

帳
簿
や
必
要
経
費
の
領
収
書
な
ど

�
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・

介
護
保
険
な
ど
の
保
険
料
の
領
収

書
�
生
命
保
険
・
損
害
保
険
の
保

険
料
や
寄
付
金
の
控
除
証
明
書
�

医
療
費
の
領
収
書
や
介
護
費
用
の

証
明
書
	
所
得
税
が
還
付
に
な
る

場
合
は
、
本
人
名
義
の
振
り
込
み

先
金
融
機
関
の
口
座
番
号

受
付
期
間
と
会
場

と
き

２
月
16
日
（
金
）
〜
３

月
15
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
）
※
郵
送
に
よ
る
提
出

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
市
・
県

民
税
は
〒
２
７
７
│
８
５
０
５

柏
市
役
所
市
民
税
課
、
所
得
税
は

〒
２
７
７
│
８
５
２
２
　
柏
税
務

署
へ
）

と
こ
ろ

柏
税
務
署
（
あ
け
ぼ

の
二
丁
目
一
│
三
〇
・
別
図
参

照
）
・
市
役
所
第
二
庁
舎
一
階
ロ

ビ
ー
・
市
の
出
張
受
付
会
場
（
別

表
参
照
）

注
意

�
市
・
県
民
税
の
申
告

は
市
役
所
か
出
張
受
付
会
場
だ
け

で
受
け
付
け
ま
す
�
市
役
所
と
出

張
受
付
会
場
で
は
、
所
得
税
の
申

告
は
簡
単
な
申
告
（
給
与
所
得
者

で
年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、

年
金
収
入
だ
け
の
場
合
な
ど
）
に

つ
い
て
の
受
け
付
け
と
、
自
書
作

成
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
�

所
得
税
の
申
告
で
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
や
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得

・
譲
渡
所
得
に
関
す
る
も
の
な
ど

は
、
柏
税
務
署
だ
け
で
受
け
付
け

ま
す

1

市
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
市

民
税
課
�
67
│
１
１
２
４
、
所
得

税
に
つ
い
て
は
柏
税
務
署
�
46
│

２
３
２
１

広報� 第１１３９号 �平成１３年（２００１年）２月１５日

使
用
済
み
の
家
電
製
品
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
、「
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
４
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
同
法
の
対

象
と
な
る
冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
・
洗

濯
機
・
エ
ア
コ
ン
の
四
品
目
を
処

分
す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
小

売
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
、
市
で
は
収
集
で
き
な

く
な
る
ほ
か
、
清
掃
工
場
へ
の
搬

入
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
３
月
31
日
ま
で
は
現
在

の
方
法
で
収
集
を
行
い
ま
す
。
ご

み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を

確
認
の
上
、
お
出
し
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
の
冷
蔵
庫
・

テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
エ

ア
コ
ン
の
出
し
方

【
３
月
31
日
ま
で
】

◇
冷
蔵
庫

粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
し
ま
す

（
千
五
十
円
・
税
込
み
）。
事
前
に

清
掃
収
集
事
務
所
へ
電
話
で
申
し

込
み
の
上
、
粗
大
ご
み
処
理
券
を

は
っ
て
収
集
日
の
朝
に
玄
関
先
に

出
し
て
く
だ
さ
い
（
３
月
30
日
ま

で
に
申
し
込
み
を
）。

◇
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ

ン
（
室
内
機
）

不
燃
ご
み
と
し
て
収
集
し
ま

す
。
不
燃
ご
み
の
収
集
日
の
夜
明

け
〜
午
前
８
時
半
に
、
各
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
エ
ア
コ
ン
（
室
外
機
）

資
源
品
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

資
源
品
回
収
日
の
午
前
７
時
〜
８

時
半
に
、
各
集
積
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
４
月
１
日
か
ら
】

冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・

エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
が
収

集
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
み
集

積
所
に
出
せ
な
く
な
る
た
め
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
買
い
替
え
の
際
、
小
売
店
に

引
き
取
っ
て
も
ら
う

�
買
い
替
え
で
な
く
、
処
分
だ

け
の
場
合
は
、
過
去
に
購
入
し
た

小
売
店
や
廃
棄
物
処
理
業
者
等
に

引
き
取
り
を
依
頼
す
る

�
自
分
で
製
造
業
者
等
の
指
定

す
る
引
き
取
り
場
所
（
市
外
）
へ

運
ぶな

お
、
�
・
�
の
場
合
は
、
製

造
業
者
等
の
定
め
る
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
（
別
掲
）
に
加
え
て
収
集
運

搬
料
金
が
必
要
で
す
。

1

清
掃
収
集
事
務
所
�
73
│
５

１
１
１

平
成
17
年
度
の
開
業
を
目
指
し

て
、
秋
葉
原
〜
つ
く
ば
間
で
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
常
磐
新
線
。

こ
の
た
び
、
東
京
都
・
千
葉
県

・
茨
城
県
・
埼
玉
県
・
都
市
基
盤

整
備
公
団
・
首
都
圏
新
都
市
鉄
道

で
昨
年
募
集
し
た
、
鉄
道
名
や
地

域
の
愛
称
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
・
理
由
・
応

募
数
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
ア
イ
デ

ア
の
提
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
常
磐
新
線
の
鉄
道
の
新
し
い

名
称
（
鉄
道
ネ
ー
ミ
ン
グ
）〔
二

万
二
千
三
百
九
十
四
件
〕

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
＝

先
進
性
・
国
際
性
が
感
じ
ら
れ
る

�
沿
線
地
域
全
体
の
新
た
な
イ

メ
ー
ジ
と
な
る
愛
称
（
地
域
ネ
ー

ミ
ン
グ
）〔
一
万
三
千
九
百
九
件
〕

「
み
ら
い
平
（
だ
い
ら
）」
＝

広
大
な
関
東
平
野
に
未
来
へ
と
連

な
る
街
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
表
現

「
い
ち
さ
と
」
＝
一
つ
の
里

�
鉄
道
・
沿
線
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

仕
組
み
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
提
案

〔
八
千
八
百
五
十
二
件
〕

・
一
駅
一
花
運
動

・
子
育
て
が
し
や
す
い
駅
環
境

の
整
備

・
先
端
技
術
と
自
然
共
生
の
モ

デ
ル
タ
ウ
ン
、
散
策
ル
ー
ト

・
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
に
よ

る
Ｉ
Ｔ
バ
レ
ー
化

・
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
ハ
イ
セ
ン
ス

な
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
緑
化
、
親

切
な
乗
務
員
（
小
学
生
特
別
賞
）

・
沿
線
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催
（
中

学
生
特
別
賞
）

1

事
業
調
整
課
�
67
│
１
２
４

３

柏駅�

柏駅ビル�

JR常磐線�

代々木�
ゼミ�

柏第�
一小�

岡田�
  　病院�

東武�
　野田線�

至松戸� 至我孫子�

至野田�

丸井�

国道6号�

高�

　
　
島�

　
　
　
　
屋�

柏税務署 

２
月
16
日
か
ら
受
け
付
け

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告

柏駅柏駅�

柏駅ビル柏駅ビル�

JRJR常磐線常磐線�

代々木代々木�
ゼミゼミ�

柏第柏第�
一小一小�

岡田岡田�
    　病院　病院�

東武東武�
　野田線　野田線�

至松戸至松戸� 至我孫子至我孫子�

至野田
至野田�

丸井丸井�

国道6号�

高�

　
　
島

　
　
島�

　
　
　
　
屋

　
　
　
　
屋�

柏駅� JR常磐線�

柏�
一小��

  　病院�
東武�
　野田線�

至松戸� 至我孫子�

至野田� 柏税務署 

N

■柏税務署案内図 

※柏駅から徒歩10分�

国道6号�

　
　
島�

　
　
　
　
屋�

※各会場とも、車での来場はご遠慮を�

午前9時半�
〜�

正午�

〜�

午後1時半�

4時�

松葉近隣センター�

光ケ丘近隣センター�

西原近隣センター�

南部近隣センター�

藤心近隣センター�

増尾近隣センター�

2月20日��

21日��

22日��

23日��

26日��

27日��

日 程 会 場 受付時間 

■出張受け付けの日程・会場 

ザ・クレス�
トホテル�至松戸�

至我孫子�

柏駅�

柏駅ビル�

JR常磐線�

代々木�
ゼミ�

柏第�
一小�

岡田�
  　病院�

東武�
　野田線�

至松戸� 至我孫子�

至野田�

丸井�

国道6号�

高�

　
　
島�

　
　
　
　
屋�

柏税務署 

鉄道名は“つくばエクスプレス”

ご
み
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
ス
タ
ー
ト

■家電製品のリサイクル料金 
洗 濯 機  2,400円�
テ レ ビ  2,700円�
エアコン 3,500円�
冷 蔵 庫  4,600円�

※自分で指定引き取り場所へ運ぶ場合
を除いて、別途収集運搬料金が必要
となります�

（消費税別）�

4／1

沿線地域の愛称などが決定

　かしわ工房料理教室�
�

�
高島秀武講演会�

さわやかハート講演会�

問�商工課 �67－1141

�

問�市民生活課 �67－1126

3月5日�午後1時半～3時半�
アミュゼ柏 
350人 
無料 
往復はがきに「さわやかハート講演会希望」と明記し、郵便番
号・住所・氏名・年齢・性別・電話番号と返信面のあて先を書
いて、〒277－8505　柏市役所市民生活課へ、2月22日�までに郵
送で（必着）※はがき1枚につき1人。応募者多数の場合は抽選�

   人と人との出会いを大切に──。千葉県では、「さわやかハートちば」県民
運動を行っています。運動の一環として、「お早よう！中年探偵団」でおなじ
みのラジオパーソナリティー・高島秀武さんを講師に招き、さわやかハート講
演会を行います。ぜひ皆さんでお越しください。�
と き  
と こ ろ  
定 員  
費 用  
申し込み 

第1回・3月5日�午前10時～正午＝シュークリーム（2種類）�
第2回・3月5日�午後2時～4時＝さくらもち・道明寺�
第3回・3月6日�午前10時～正午＝ほうれん草パスタ（ソース2種類）�
第4回・3月6日�午後2時～4時＝クッキー・フリアン�
アミュゼ柏 
市内在住・在勤で20歳以上のかた、各回20人 
500円（材料費） 
往復はがきに「かしわ工房料理教室希望」と明記し、希望回・住所・
氏名・年齢・電話番号と返信面のあて先を書いて、〒277－8505　柏市
役所商工課へ、2月22日�までに郵送で（必着）※応募は1人1コース。
応募者多数の場合は抽選�

とき・内容 
 
 
 
と こ ろ  
対 象  
費 用  
申し込み 

　柏で採れた野菜などを原材料に作られた、柏ふるさと産品“かしわ工房”。作る楽し
さも味わっていただくため、それぞれの製造業者を講師に迎え、料理教室を行います。� 「ゆとり・ユーモア・快適人生」�

常磐新線�
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4月から市営駐輪場を新たに利用するかたの申し込みを3月2日�から受け付けます。
申し込みを受け付ける駐輪場・受付開始日・受付場所などは、別表1・別図1～7のとお
りです。定員になり次第締め切りますので、登録手数料（別表2）と高校生以下のかた
は年齢が確認できる身分証明書か保険証などを用意して、登録手続きをしてください。
なお、既に抽選で利用者が決定している「柏駅東口第1・第2・第5 、北柏駅南口第
3」と、継続者で満車となっている「柏駅西口第3」は、今回新規のかたの登録はでき
ません。

今年の2月28日�までに市営駐輪場の登録をしているかたへは、3月9日�に申請結果
通知書（納付書）を郵送します。通知書がお手元に届いたら、3月30日�までに指定の
金融機関で登録手数料（別表2）を納めてください。3月16日�までに通知書が届かな
い場合は、交通施設課へご連絡ください。
また、既に抽選で「柏駅東口第1・第2・第5、北柏駅南口第3」駐輪場の利用が当選
したかたへも、3月9日�に申請結果通知書（納付書）を郵送しますので、継続利用の
かたと同様に登録手数料を納めてください。
手数料を納めた後、3月26日�～4月7日�に、別表3の指定駐輪場へ領収書を持参し
てステッカー（登録証）の交付を受けてください（日曜日を除く）。4月9日�以降は、
交通施設課（市役所第1庁舎2階）で交付します。
なお、4月以降の登録を取り消したいかたは、登録手数料を納めないで、申請結果通
知書を破棄してください。

交通施設課�67─1304問

◎4月からの新規利用を希望するかたへ

◎継続利用を希望するかた・抽選で当選したかたへ

新規利用は3月2日から受け付け

市営駐輪場の申し込み

■表1　新規に受け付ける駐輪場�

◎番号に※印がついた駐輪場は自転車専用です。原動機付き自転車は駐
　車できません�
◎柏駅西口第1駐輪場は、午前6時～午後10時の利用となります�
◎柏駅西口第2・南柏駅東口第3駐輪場の新規登録は若干名となります�

 ※� 柏駅西口第1�
 ※� 　　〃　第2 
 　� 　　〃　第4�
 　� 　　〃　第5�
 　� 　　〃　第6�
 　� 　　〃　第7�
 ※� 　　〃　第8�
 ※� 　　〃　第9�
 　	 柏駅東口第3�
 　
 　　〃　第4�
 　� 　　〃　第6�
 　� 南柏駅東口第1�
 ※ 　　〃　　第2�
 　� 　　〃　　第3�
 　� 　　〃　　仮設�
 　� 南柏駅西口第1 
 　� 北柏駅南口�
 　� 　　〃　　第2�
 　� 北柏駅北口�
 ※� 　　〃　　第2�
 　� 豊四季駅�
 ※� 新柏駅第1�
 　� 　〃　第2�
 　� 　〃　第3�
 　� 増尾駅東口第1�
 　� 　　〃　　第3�
 ※� 増尾駅西口第1�
 　� 　　〃　　第2�
 　� 逆井駅第1�
 　� 　〃　第2

3月�
2日�から�

5日�から�

6日�から�

市役所�
第2庁舎�
1階ロビー�
�
土曜・日曜日、
祝日を除く�
毎日午前9時～
午後4時半�
�
※3月9日�以
降は、交通施
設課（市役所
第1庁舎2階）
へ�

柏　駅�

南柏駅�

北柏駅�

豊四季駅�

新柏駅�

増尾駅�

逆井駅�

駅　名� 番号� 駐輪場名� 受付開始日�受付場所・時間�

■表2　登録手数料�

利用者� 自転車� 原動機付き�
自転車�

柏市・松戸市・我孫子
市・流山市・野田市・沼
南町に住んでいるかた�

上記以外のかた�

一　般�

一　般�

高校生�
以下�

高校生�
以下�

7,200円�
14,400円�

28,800円�

3,600円�

14,400円�

7,200円�

※1台の年間（4月～翌年3月）手数料。登録できる原動機付き自転�
　車は総排気量50cc以下のものです�

■表3　ステッカー（登録証）の交付�

※駐輪場では現金の取り扱いはできません。あらかじめ登録手数料�
　を銀行で振り込み、領収書をお持ちください�

駅　名� 登録する駐輪場� 交付場所� 交付時間�

柏　駅�

南柏駅�

北柏駅�

豊四季駅�

新柏駅�

増尾駅�

逆井駅�

東口第1 東口第1�

東口第2・第4・第5 東口第2 �

東口第3・第6 東口第3�

西口第1・第3・第5・ 
西口第1

�

 第7・第9�

西口第2・第4・第6・ 
西口第2

�

 第8�

東口第1・第3・仮設 東口第1�

西口第1・東口第2 西口第1�

南口・南口第2・第3 南口第3�

北口・北口第2 北口�

豊四季駅 豊四季�

第1・第2・第3 第2�

東口第1・第3 東口第1�

西口第1・第2 西口第2�

第1・第2 第1

午前6時～午後9時�

午前6時～�
  午後10時�

午前6時～�
    午後8時�

●�

�� ●�

��
��

●�
●�

●�
��

●�
●�

��

●�

●�

��
��

��
	�


��� ��

�
��

��
��

��

��

��

��

��

��

��

��
交番交番�

北柏自転車保管所北柏自転車保管所�

豊四季駅豊四季駅�

東武野田線東武野田線�

至初石至初石� 至柏至柏�
新柏自転車新柏自転車�
　保管所　保管所�

社会福祉社会福祉�
センターセンター�

至
柏
至
柏
�

新
柏
駅

新
柏
駅
�

東
武
野
田
線
�至
増
尾

至
増
尾
�

至
新
柏
�

増
尾
駅

増
尾
駅
�

東
武
野
田
線

東
武
野
田
線
�

至
逆
井

至
逆
井
�

東急ストアー東急ストアー�

至
増
尾

至
増
尾
�

逆
井
駅

逆
井
駅
�

東
武
野
田
線

東
武
野
田
線
�

至
高
柳

至
高
柳
�

セブンイレブンセブンイレブン�

スーパースーパー�
マツモトキヨシマツモトキヨシ�

スーパースーパー�
マツモトキヨシマツモトキヨシ�

南柏駅南柏駅�

至
柏
至
柏
�

至松
戸
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ニュートリノ講演会�
3月24日�午後2時～4時半�
教育福祉会館�
180人�
「宇宙からの贈り物～ニュートリノが語る素粒子論のヒント」�
　　講師　愛知大学教授・坂東昌子氏�
「つくばから神岡へニュートリノを撃つ」�
　　講師　東京大学宇宙線研究所助教授・伊藤好孝氏�
「太陽ニュートリノの謎はどこまで解明されたか」�
　　講師　東京大学宇宙線研究所教授・梶田隆章氏�
無料�
往復はがきに「ニュートリノ講演会希望」と明記し、住所・氏名・
年齢・電話番号と返信面のあて先を書いて、〒277－8582　東京大
学宇宙線研究所宇宙ニュートリノ観測情報融合センターへ、2月28
日�までに郵送で（当日消印有効）※応募者多数の場合は抽選�

同センター �36－3138問�

第19回かしわっ葉福祉まつり�
テーマ「みんなでひろげようふれあいの輪」�

3月10日�午後1時～4時�
3月11日�午前10時～午後4時�
教育福祉会館�
スタンプラリー・福祉活動パネル
展・おもちゃ図書館・車いす体験
・ガス工作・紙ねんど工作・ミニ
シアター「はらぺこくん」・福祉施
設の紹介展・福祉機器の展示・陶
器の色付け・朗読会・レクリエー
ション広場・茶道体験・バザー・
もちつき・縁日・ミニ電車※催し
物により開催日時が異なります。
詳しくはお問い合わせを�
車での来場はご遠慮を�

問�柏市社会福祉協議会 �63─9001

ポケットモンスターショー見学者を募集�
3月10日�午後1時・2時（2回公演）�
教育福祉会館�
12歳以下のかた、各回200人�
無料�
往復はがきに「ポケットモンスターショ
ー希望」と明記し、希望時間・保護者1
人と希望者全員の氏名・年齢・住所・
電話番号と返信面のあて先を書いて、〒
277─0005柏5丁目8─12　柏市社会福祉
協議会へ、3月1日�までに郵送で（必
着）※応募者多数の場合は抽選。応募
は1家族1通。保護者は1家族1人まで�

・商工課 �67－1141

東京大学宇宙線研究所�
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と こ ろ �
定       員�
内　   容�
�
�
�
�
�
費　　用�
申し込み�
�
�

と き �
�
ところ�
内 容 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
注 意 �

と き �
と こ ろ �
対 象 �
費 用 �
申し込み�
�
�



広報�� 第１１３９号 平成１３年（２００１年）２月１５日 広報� 平成１３年（２００１年）２月１５日 第１１３９号 �

こ
れ
と
い
っ
た
自
覚
症
状
も
な
く
、
い
つ
の
間
に
か
忍
び
寄
っ
て
く
る
「
生
活

習
慣
病
」。
以
前
は
「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
病
気
で
、
代
表
的
な
も
の
と

し
て
、
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
健
康
は
、
私
た
ち
が

充
実
し
た
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
人
生
の
宝
物
」

で
す
。
何
か
と
忙
し
い
日
々
に
追
わ
れ
て
、
最
近
ち
ょ
っ
と
健
康
状
態
が
気
に
な

る
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
か
た
も
、
毎
日
の
生

活
習
慣
を
も
う
一
度
見
直
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

生活習慣病を予防しましょう

生
活
習
慣
病
は
年
を
と
っ
て
か
ら
な
る
の
？

生
活
習
慣
病
っ
て
な
に
？

食
生
活
・
運
動
・
休
養
・
喫
煙
・
飲

酒
な
ど
、
長
年
の
積
み
重
な
っ
た
生
活

習
慣
（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
が
そ
の
発

症
や
進
行
に
大
き
く
関
わ
る
病
気
の
こ

と
で
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
①
無
症
状
の
期
間

が
長
く
、
症
状
が
出
る
こ
ろ
に
は
か
な

り
進
行
し
て
い
る
②
症
状
が
進
行
す
る

に
つ
れ
て
治
療
が
難
し
く
な
る
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
定
期
検
診
な
ど
で
自
分
の

体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
発
症
を

事
前
に
予
防
す
る
こ
と
、
早
期
に
病
気

を
発
見
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
予
防
が
大
切

生
活
習
慣
病
は
、
私
た
ち
の
生
命
を

脅
か
す
も
の
で
す
が
、「
年
を
と
っ
て
か

ら
突
然
か
か
る
病
気
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
近
は
、
生
活
習
慣
病
の
低
年
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
以
前
の
よ
う
に
大

人
だ
け
の
病
気
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
健
康
的

な
生
活
を
送
り
、
し
っ
か
り
と
予
防
し

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

□基本健康診査（血圧測定・尿検査・血液検査など）
□健康いきいき講座（高血圧予防編・糖尿病予防編）
高血圧・糖尿病予防のための生活習慣について学びます　　

□ウォーキング講座
仲間と一緒に体力に合わせた正しい歩き方を学びます

□糖尿病フォローアップ教室　　　　　　　　　　　　　　　　
糖尿病のかた・境界域のかたの食事を見直します

□ヘルシーライフ食事学
生活習慣病予防の食事について理論と実践で学びます

□寝たきりにバイバイ教室
寝たきりにならない・させないための方法を学びます

□骨粗しょう症予防教室
骨粗しょう症の原因と予防について学びます

※平成13年度の各種健診（検診）・講座については、3月18日�
の新聞折り込み「柏市保健サービス情報」でお知らせします

問い合わせ　健康推進課 �64─3333

32万人ドキドキ健康チェック！

柏市の生活習慣病予防のための健診・講座

近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
も
手
伝

っ
て
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で

は
頻
繁
に
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
対
応
策
な
ど
が
出
て
い
ま
す
。

で
も
、
こ
う
し
た
情
報
を
も
と

に
、
誤
っ
た
解
釈
や
思
い
込
み

な
ど
で
自
分
の
健
康
状
態
を
自

己
判
断
す
る
の
は
禁
物
で
す
。

生
活
習
慣
病
は
予
防
と
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
と
て
も
重

要
で
す
。
危
険
な
素
人
判
断
は

せ
ず
に
、
年
に
一
回
は
、
必
ず

医
師
に
よ
る
健
康
診

査
を
受
け
て
、
自

分
の
正
し
い
健
康

状
態
を
知
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
毎
年
、

市
内
の
四
十
歳
以

上
の
か
た
を
対
象

に
、
血
圧
測
定
・
尿

検
査
・
血
液
検
査
な

ど
の
「
基
本
健
康
診

査
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
生
活
習

慣
病
の
予
防
・
早
期

発
見
に
は
大
変
有
効

な
健
診
で
す
。

そ
し
て
、
健
診
の
結
果
、
検

査
値
が
高
く
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
か
た
に
は
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て
学

ぶ
「
健
康
い
き
い
き
講
座
」
な

ど
を
行
い
、
そ
の
後
の
健
康
づ

く
り
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
は
日
ご
ろ
、
健
診
を

受
け
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
と
、

つ
い
「
注
意
信
号
」
を
甘
く
見

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
私
た
ち
の
体

の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
発
症
し

て
、
時
に
は
生
命
を
も
脅
か
す

怖
い
病
気
だ
と
い
う
こ
と
を
し

っ
か
り
と
自
覚
し
て
、
真
剣
に

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

柏市保健婦 浜直子　

自覚症状なくても

年に一回は健診を

さあ判定です
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それでは生活習慣病の3大予防ポイント「食習慣」「運動」「休養」について、次の判定表で�
自己チェックをしてみましょう。これであなたも、今日からヘルシーライフの達人になれる��

 生活習慣病へ一直線。すぐに生活習慣の大改善を�

�� 生活習慣病への分かれ道。生活を見直して�

 思い切った生活習慣の改善が必要です�

�� まあまあの生活です。あと一歩の改善を�

�� 特に問題はありません�

《食習慣》� 《運動》�

《休養》�

※それぞれのチェック表ごとにカウントします�

さあ判定です�

 朝食を抜くことが多い�

 魚より肉を食べることが多い�

 食事の内容が偏り気味だ�

 野菜をあまり食べない�

 脂っこい料理が好きだ�

 海藻類をあまり食べない�

 濃い味が好き。しょうゆや塩をよくかける�

 牛乳やチーズなどの乳製品は嫌いだ�

 満腹になるまで、つい食べ過ぎてしまう�

 毎日のように酒をよく飲む�

 いつも頭がぼんやりして、体がだるい�

 すべての事に何となく気分が乗らない�

 最近、考えがまとまらずミスが多い�

 残業や休日出勤が続いている�

 寝るのはたいてい午前0時を過ぎてからだ�

 風呂はたまにしか入らない�

 なかなか疲れがとれない�

 最近、身だしなみに気が回らなくなった�

 最近、朝刊を読む気力がない�

 特に、これといった趣味を持っていない�

 あまり体を動かさない仕事をしている�

 わずかな距離でも車を利用することが多い�

 若いころと比べて、だいぶ太ってきた�

 休みの日は、いつも家でゴロゴロしている�

 エレベーターやエスカレーターをよく使う�

 物を取るときに、つい人に頼んでしまう�

 ちょっと動いただけでどうきや息切れがする

 健康のため、連日ハードな運動をしている�

 若いころ運動していたので、今は必要ない�

 これからも、運動するつもりはない�

「人ごとじゃないな。ちょっと心配」と思ったかたは、次のヒ�
ントを参考に、今日からさっそく生活改善に取り組みましょう�

◇3食バランスよく、主食＋主食バランスよく、主食＋主
　菜＋副菜で　菜＋副菜で1日30品目をとる品目をとる 
◇緑黄色野菜・繊維質のものを
　多くとる　多くとる 
◇食べ過ぎに気を付けて、肥満
　を予防する　を予防する 
◇脂肪は動物性より植物性をと
　る　る 
◇糖分や塩分は控えめにする◇糖分や塩分は控えめにする 
◇お酒は、食べながら自分のペ
　ースで楽しく飲む。一日の適　ースで楽しく飲む。一日の適 
　量は、日本酒なら1合、ビー
　ルなら大ビン1本、ウイスキ
　ーならシングルで　ーならシングルで2杯まで杯まで 
◇週に◇週に2日はお酒を控える日はお酒を控える 

◇特別なスポーツをする必要は
　なし。無理なく、楽しく続け
　られる運動をする　られる運動をする 
◇ウ◇ウォーキングなどが手軽だが、グなどが手軽だが、
　サイクリングや水泳も、ひざ
　への負担が少ないのでお勧め　への負担が少ないのでお勧め 
◇「忙しくて運動する時間なん
　てないよ」というかたは、バ
　スや電車を一駅前で降りて歩
　く　く/意識して仕事の合間に体を意識して仕事の合間に体を
　動かす　動かす/暮らしの中に運動を取暮らしの中に運動を取
　り入れる（休日に家事や雑用
　などを意識的にやる）　などを意識的にやる）/エレベエレベ
　ーターの代わりに階段を使う
　などの工夫をする　などの工夫をする 
 
 

◇生活にリズムをつけ、気分転
　換を図る 
◇自分だけの時間を大切にする 
◇趣味などを通して、自分なり
　のストレス解消法を見つける 
◇睡眠などの休養を十分にとる 
◇人生に生きがいと情熱を持っ
　て、何事も前向きに考える 
◇自然に触れたり、旅行などを
　してリフレッシュをする 
◇いつでもユーモアを忘れずに 
◇あまり悩み過ぎず、ときには
　「なんとかなるさ」といった 
　気楽な気持ちを持つことも必
　要 
 
 

◇3食バランスよく、主食＋主
　菜＋副菜で1日30品目をとる 
◇緑黄色野菜・繊維質のものを
　多くとる 
◇食べ過ぎに気を付けて、肥満
　を予防する 
◇脂肪は動物性より植物性をと
　る 
◇糖分や塩分は控えめにする 
◇お酒は、食べながら自分のペ
　ースで楽しく飲む。一日の適 
　量は、日本酒なら1合、ビー
　ルなら大ビン1本、ウイスキ
　ーならシングルで2杯まで 
◇週に2日はお酒を控える 

《運動不足の解消は》� 《ストレスの解消は》�《食習慣の改善は》�
◇特別なスポーツをする必要は
　なし。無理なく、楽しく続け
　られる運動をする 
◇ウォーキングなどが手軽だが、
　サイクリングや水泳も、ひざ
　への負担が少ないのでお勧め 
◇「忙しくて運動する時間なん
　てないよ」というかたは、バ
　スや電車を一駅前で降りて歩
　く/意識して仕事の合間に体を
　動かす/暮らしの中に運動を取
　り入れる（休日に家事や雑用
　などを意識的にやる）/エレベ
　ーターの代わりに階段を使う
　などの工夫をする 
 
 

◇生活にリズムをつけ、気分転
　換を図る 
◇自分だけの時間を大切にする 
◇趣味などを通して、自分なり
　のストレス解消法を見つける 
◇睡眠などの休養を十分にとる 
◇人生に生きがいと情熱を持っ
　て、何事も前向きに考える 
◇自然に触れたり、旅行などを
　してリフレッシュをする 
◇いつでもユーモアを忘れずに 
◇あまり悩み過ぎず、ときには
　「なんとかなるさ」といった 
　気楽な気持ちを持つことも必
　要 
 
 

いかがでしたか？�

特集

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
度
は
ど
う
な
の
？

低
い
受
診
率

市
で
毎
年
行
っ
て
い
る
「
基
本
健
康

診
査
」。
昨
年
度
の
健
診
に
は
、
二
万
四

千
九
百
八
十
三
人
の
か
た
が
受
診
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
の
受
診
対
象
者

の
約
三
五
％
に
な
り
ま
す
。
こ
の
受
診

率
は
、
国
の
目
指
し
て
い
る
目
標
値
五

〇
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
私
た

ち
日
本
人
の
健
康
意
識
が
高
い
と
言
わ

れ
て
い
る
割
に
は
、
ち
ょ
っ
と
残
念
な

数
字
で
す
。

異
常
の
な
い
人
、
た
っ
た
の
二
割
！

全
体
の
健
診
結
果
（
別
図
）
を
見
て

み
る
と
、
実
に
受
診
者
の
七
九
％
の
か

た
に
何
ら
か
の
異
常
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
医
療
の
必
要
な

か
た
が
二
八
％
、
要
指
導
の
か
た
（
生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
か
た
）
が
五

一
％
で
し
た
。

検
査
項
目
別
（
別
表
）
に
み
る
と
、

要
医
療
・
要
指
導
の
か
た
一
万
九
千
五

百
七
十
八
人
の
う
ち
、
四
四
％
に
当
た

る
八
千
六
百
五
十
五
人
の
か
た
が
高
血

圧
ま
た
は
そ
の
境
界
領
域
の
か
た
で
し

た
。
高
血
圧
に
な
る
と
、
心
臓
病
や
脳

卒
中
な
ど
、
命
に
関
わ
る
重
大
な
疾
患

を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
大
変
危
険

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
塩
分
を
控
え
る
な

ど
、
食
生
活
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
検
査
項
目
全
般
に
言
え
ま
す

が
、
年
齢
が
五
十
歳
を
超
え
た
あ
た
り

か
ら
急
激
に
、
要
医
療
・
要
指
導
の
か

た
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
若
い
つ
も
り
で
、
自
分
の
健
康

を
過
信
す
る
の
は
と
て
も
危
険
で
す
。

日
常
の
健
康
的
な
生
活
を
よ
り
一
層
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
市
で
は
、
こ
の
基
本
健
康
診

査
の
ほ
か
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
健
康
講
座
（
別
掲
「
柏
市
の
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
・
講
座
」
参

照
）
や
さ
ま
ざ
ま
な
検
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
受

診
者
負
担
金
の
ほ
か
、
市
か
ら
毎
年
、

四
億
円
を
超
え
る
経
費
が
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
の
健
康
事
業
を
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。

高
い
関
心
・
低
い
行
動

具
体
的
な
行
動
が
大
切

私
た
ち
は
日
ご
ろ
、
健
康
に
対
す
る

意
識
は
非
常
に
高
い
の
で
す
が
、
具
体

的
な
行
動
に
移
し
て
、
健
康
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
る
人
は
少
な
い
の
が
現
状

で
す
。
例
え
ば
、
定
期
検
診
で
高
い
検

査
値
が
現
れ
て
も
、
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
「
い
つ
も
の
こ
と
」
と
無
視
し
た

り
、
自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
、「
仕
事
が

忙
し
い
」「
面
倒
く
さ
い
」「
精
密
検
査

が
怖
い
」
な
ど
の
理
由
で
放
置
し
た
り

す
る
人
が
意
外
と
多
い
の
で
す
。

事
実
、
昨
年
度
の
柏
市
基
本
健
康
診

査
の
後
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な

か
た
へ
、
引
き
続
き
市
の
講
座
の
ご
案

内
を
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
受
講
案

内
者
の
二
〇
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

病
気
の
兆
し
が
現
れ
た
ら
、
す
ぐ
に

で
も
必
要
な
治
療
を
受
け
た
り
、
自
分

の
生
活
習
慣
を
も
う
一
度
見
直
し
て
発

症
を
予
防
す
る
な
ど
、
勇
気
を
出
し
て

す
ぐ
に
行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

強
い
意
志
で
良
い
生
活
習
慣
を

私
た
ち
を
生
活
習
慣
病
か
ら
守
っ
て

く
れ
る
の
は
、
薬
で
も
最
先
端
の
医
療

技
術
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の

毎
日
の
「
良
い
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
」

が
健
康
を
守
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
し

っ
か
り
と
自
覚
し
て
、
い
つ
ま
で
も
健

や
か
な
充
実
し
た
楽
し
い
人
生
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

異常を認めず� 要医療�要指導�■柏市基本健康診査の結果（平成11年度）�

40歳～49歳�

年齢区分� 指 導 区 分 �

70歳～79歳�

60歳～69歳�

50歳～59歳�

20％� 80％�60％�40％� 100％�

全　　体�

80歳以上�

25％�52％�23％�

19％�45％�36％�

21％� 28％�51％�

34％�50％�16％�

52％�18％� 30％�

14％� 53％� 33％�

40歳～49歳�

計�

70歳以上�

60歳～69歳�

50歳～59歳�

312

442

2,233

660

480

651

2,646

1,051

1,003

473

119

2,383

753

908

561

161

6,272

2,026

2,579

1,355

196

416

248

75

2,681

558

1,122

778

223

266

217

89

935 2,333

782

984

461

4710

619

高 血 圧 �
境界領域�

腎機能障害�
（疑いを含む）�

うちアルコ
ール性（疑
いを含む）�

貧　血�
（疑いを含む）�

心 電 図 �
異常あり�高血圧�

肝疾患�
（疑いを含む）�

糖尿病�
（疑いを含む）�検査項目�

■柏市基本健康診査結果の要医療・要指導延べ人数（平成11年度） （人）

脳卒中�

狭心症・心筋梗塞（こうそく）�

胃潰瘍（かいよう）�
アルコール性肝障害�

アルコール性膵（すい）炎�
［全身に関係している病気］�
・がん�
・糖尿病�
・高血圧症�
・高脂血症�
・高尿酸血症�
・骨粗しょう症�

胆石症�

生活習慣病の種類�

脂肪肝�
十二指腸潰瘍�



※
�
・
�
の
会
場
と
問
い
合
わ

せ
は
、
中
央
公
民
館
（
教
育
福
祉

会
館
内
）
�
64
―
１
８
１
１
。
費

用
は
無
料

�
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

公
開
講
演
会

と
き

２
月
19
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
正
午

対
象

市
内
在
住
で
、
就
園
前

の
三
歳
児
前
後
の
幼
児
を
持
つ
保

護
者
、
先
着
四
十
人

内
容

大
学
の
児
童
学
科
の
講

師
が
、
幼
児
期
の
子
育
て
を
親
も

楽
し
み
な
が
ら
行
う
方
法
に
つ
い

て
講
演
し
ま
す

申
し
込
み

２
月
16
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ

電
話
か
直
接

そ
の
他

保
育
あ
り
（
三
歳
前

後
の
幼
児
・
要
予
約
）

�
東
京
大
学
柏
キ
ャ
ン

パ
ス
講
演
会

と
き

３
月
６
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
４
時

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
先
着
五
十
人

内
容

東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
か
ら
講
師
を
招
き
、
環
境
に

配
慮
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す

申
し
込
み

２
月
16
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
へ

電
話
か
直
接

不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い

と
き

２
月
23
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

不
登
校
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
、
先
着
二
十
人
※
子
ど
も

連
れ
も
可

内
容

家
庭
で
の
様
子
を
中
心

に
話
し
合
い
ま
す
（
聴
く
だ
け
も

可
）費

用

無
料

申
し
込
み

２
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

花
と
緑
の
教
室

�
落
葉
樹
の
せ
ん
定
の
基
礎

と
き

２
月
27
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

北
柏
ふ
る
さ
と
公
園

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、
二

十
人内

容

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
や
梅
な
ど

の
せ
ん
定
の
仕
方

費
用

五
百
円

�
と
き
め
き
色
の
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

と
き

３
月
１
日
（
木
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

保
健
勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、
三

十
二
人

内
容

春
の
花
で
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
す

費
用

二
千
円

◎
�
・
�
の
申
し
込
み

往
復

は
が
き
に
希
望
講
座
名
を
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
１
呼
塚

新
田
二
○
四
│
二
　
柏
市
み
ど
り

の
基
金
へ
、
２
月
18
日
（
日
）
ま

で
に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
応
募
は
一
講
座
ご
と
に
一
人
一

通
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

柏
市
み
ど
り
の
基
金
�
60
│

３
１
２
０

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン

教
室
（
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎

コ
ー
ス
）

と
き

３
月
８
日
（
木
）
・
９

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
計
二
回
）

と
こ
ろ

保
健
勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
勤

労
者
と
就
職
を
希
望
す
る
か
た
、

十
二
人

内
容

ワ
ー
ド
97
・
エ
ク
セ
ル

97
の
基
本
操
作
と
ビ
ジ
ネ
ス
文
書

の
作
成
を
学
び
ま
す

費
用

六
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

は
希
望
者
だ
け
別
途
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ビ
ジ
ネ
ス
基

礎
コ
ー
ス
）
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
勤
務
先
名
・
勤
務
先
の
電
話

番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
―
８
５
０
５
　
柏

市
役
所
商
工
課
へ
、
２
月
22
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

商
工
課
�
67
│
１
１
４
１

国
際
理
解
講
座
「
江
戸

紙
切
り
の
プ
ロ
・
ス
イ

ス
人
女
性
が
語
る
」

と
き

３
月
３
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た
、
先
着
五
十
人

内
容

「
林
家
今
寿
」
の
高
座

名
で
寄
席
な
ど
で
活
躍
中
の
鈴
木

エ
リ
ザ
ベ
ー
タ
さ
ん
に
よ
る
講
演

と
紙
切
り
芸

費
用

三
百
円

申
し
込
み

２
月
16
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
国
際
交
流
室
内

柏
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市

役
所
第
二
庁
舎
三
階
）
へ
電
話
か

直
接

1

国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
�
67
│
０
９
４
１

男
の
料
理
教
室

と
き

３
月
３
日
〜
17
日
の
毎

週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
計

三
回
）

と
こ
ろ

新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
先
着
十
五
人

内
容

簡
単
に
で
き
る
お
惣
菜

を
作
り
ま
す

費
用

二
千
円

申
し
込
み

２
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
新
富
近
隣
セ
ン

タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て

1

新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
45
│

１
９
４
５

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
　

�
作
っ
て
食
べ
よ
う

と
き

３
月
10
日
（
土
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
１
時

対
象

小
・
中
学
生
、
先
着
二

十
五
人

内
容

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
か
た
か

ら
、
ス
ペ
イ
ン
風
オ
ム
レ
ツ
と
サ

ラ
ダ
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
す

費
用

三
百
円

申
し
込
み

２
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て

�
あ
・
そ
・
ぼ

と
き

３
月
16
日
（
金
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

対
象

幼
児
と
保
護
者
、
先
着

五
十
組

内
容

工
作
・
手
遊
び
な
ど

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接
�
パ
パ
・
マ
マ
と
一
緒

に
遊
ぼ
う

と
き

３
月
17
日
（
土
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

対
象

乳
児
と
保
護
者
、
先
着

二
十
五
組

申
し
込
み

３
月
２
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

�
菜
の
花
コ
ン
サ
ー
ト

と
き

３
月
17
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時

定
員

先
着
百
人

内
容

二
十
四
弦
琴
の
演
奏
　
　

申
し
込
み

２
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

※
�
〜
�
の
会
場
と
の
問
い
合

わ
せ
は
、
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー

（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）
�

63
│
４
０
５
０
。
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
を

�
お
は
な
し
会

と
き

２
月
27
日
（
火
）
午
後

３
時
半
〜
４
時
20
分

対
象

幼
児
〜
小
学
生
、
先
着

二
百
人

内
容

影
絵
「
て
ぶ
く
ろ
を
か

い
に
」
ほ
か

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接
	
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ッ
キ

ン
グ
・
餃
子
作
り

と
き

２
月
24
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

対
象

小
学
生
以
上
、
先
着
十

八
人内

容

皮
か
ら
餃
子
を
作
り
ま

す
費
用

二
百
円

申
し
込
み

２
月
17
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

�
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
子
ど
も
実
行
委
員
・

ス
タ
ッ
フ
を
募
集

活
動
日

実
行
委
員
＝
３
月
３

日
〜
17
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
２

時
〜
４
時
、
ス
タ
ッ
フ
＝
３
月
３

日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時
、
３

月
20
日
（
火
）
の
児
童
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
は
、
実
行
委
員
・
ス
タ
ッ

フ
と
も
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

対
象

小
学
五
年
生
〜
十
八
歳

の
か
た
、
各
先
着
二
十
人

内
容

実
行
委
員
＝
遊
び
の
コ

ー
ナ
ー
の
一
つ
を
考
え
て
準
備

し
、
受
け
持
ち
ま
す
、
ス
タ
ッ

フ
＝
当
日
、
工
作
や
受
け
付
け
な

ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

申
し
込
み

２
月
17
日
（
土
）

午
後
３
時
（
ス
タ
ッ
フ
は
午
後
２

時
）
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
へ
電
話
か
直
接

※


以
外
の
会
場
と
�
〜
�
の

問
い
合
わ
せ
は
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
�
44
│
５
３
６

３
。
�
・
�
以
外
の
費
用
は
無
料
。

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

�
ひ
な
ま
つ
り

と
き

３
月
２
日
（
金
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

対
象

幼
児
と
保
護
者
、
先
着

五
十
組

申
し
込
み

２
月
21
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

�
桜
も
ち
を
作
っ
て
抹

茶
を
飲
も
う

と
き

３
月
３
日
（
土
）
午
後

１
時
半
〜
３
時

対
象

小
・
中
学
生
、
先
着
二

十
五
人

費
用

二
百
円

申
し
込
み

２
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て



親
子
体
操

と
き

３
月
９
日
（
金
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

と
こ
ろ

豊
四
季
台
近
隣
セ
ン

タ
ー
体
育
館

対
象

三
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
、
先
着
三
十
組

申
し
込
み

３
月
１
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

�
お
は
な
し
の
部
屋

と
き

３
月
10
日
（
土
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

対
象

乳
幼
児
と
保
護
者
、
先

着
十
五
組

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

紙
芝
居

申
し
込
み
　
２
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

広報� 平成１３年（２００１年）２月１５日 第１１３９号 �

こ
ど
も
の
広
場

講
座
･
講
演
�

全
日
本
写
真
連
盟
東
葛
・
柏
支

部
合
同
写
真
展

２
／
26
〜
３
／

４
の
９
時
〜
17
時
（
26
日
は
12
時

か
ら
）、
教
福
。
無
料
。
伊
藤
�

44
│
０
５
８
３

手
作
り
凧
の
凧
揚
げ
会

２
／

18
の
11
時
〜
14
時
、
斉
藤
牧
場
。

小
学
生
以
下
無
料
、
中
学
生
以
上

二
百
円
（
材
料
費
）。
山
口
�
74

│
３
３
３
５

児
童
の
た
め
の
創
作
ル
ー
ム
作

品
展

２
／
27
〜
３
／
８
の
９
時

半
〜
16
時
半
（
８
日
は
15
時
ま

で
）、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

無
料
。
浅
野
�
66
│
９
６
５
６
　
　

お
ひ
な
祭
り
に
手
づ
く
り
絵
本

展

３
／
１
〜
４
の
10
時
〜
20
時

（
１
日
は
13
時
か
ら
、
４
日
は
18

時
ま
で
）、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

無
料
。
小
林
�
63
│
８
６
２
７

味
噌
講
習
会

２
／
24
の
13
時

半
〜
15
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。
三

百
円
。
佐
々
木
�
66
│
７
０
３
７

柏
市
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

３
／
11
の
８
時
45
分
〜
18

時
、
市
民
体
育
館
。
一
組
二
千
六

百
円
。
富
沢
�
35
│
８
５
０
０

書
道
・
ペ
ン
習
字
「
あ
じ
さ
い

と
書
を
楽
し
む
会
」

第
二
・
四

�
19
時
、
豊
四
季
台
近
セ
。2

千

円
、3

二
千
円
（
ペ
ン
習
字
千
五

百
円
）。
山
口
�
69
│
８
２
０
８

の
ば
ら
合
唱
団

毎
�
10
時
、

南
部
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。3

三

千
円
。
向
吉
�
72
│
７
６
８
０

藤
心
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

第

一
・
三
�
13
時
、
第
二
・
四
�
10

時
、
藤
心
近
セ
。
初
心
者
・
見
学

歓
迎
。2

千
円
、3

千
円
。
中
村

�
72
│
５
５
３
３

酒
井
根
近
隣
セ
ン
タ
ー
卓
球
ク

ラ
ブ

毎
�
11
時
・
13
時
、
酒
井

根
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、

3

千
五
百
円
。
吉
川
�
39
│
２
２

５
２

柏
第
一
剣
道
少
年
団

毎
�
・

�
・
�
・
�
18
時
半
、
柏
一
小
体

育
館
。3

二
千
五
百
円
。
渡
邉
�

44
│
３
２
９
６

こ
ど
も
英
会
話
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
ル
ー

ム
」

月
四
回
�
15
時
、
根
戸
近

セ
。
四
〜
七
歳
。2

千
円
、3

三

千
二
百
円
。
森
川
�
31
│
７
６
７

６
北
柏
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

毎
�
18
時
、
市
民
体
育
館
。3

六

百
円
。
渋
谷
�
66
│
７
２
２
８

ド
か
ら
始
め
る
60
歳
か
ら
の
ピ

ア
ノ
サ
ー
ク
ル

第
一
・
三
�
12

時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
。
男

性
も
歓
迎
。2

三
千
円
、3

四
千

円
。
松
永
�
74
│
４
３
６
０

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
柏
バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
ズ
」

毎
�
12
時
、
山
高
野

運
動
広
場
。2

千
円
、3

千
円
。

宮
村
�
54
│
４
６
７
０

柏
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第

二
・
四
�
９
時
、
市
民
体
育
館
。

小
・
中
学
生
。2

千
五
十
円
、3

七
百
円
。
秋
山
�
32
│
４
４
６
０

パ
ソ
コ
ン
「
わ
い
わ
い
倶
楽
部
」

第
一
・
三
�
13
時
半
、新
富
近
セ
。

初
心
者
・
中
高
年
歓
迎
。2

二
千

円
、3

三
千
円
。
渡
辺
�
０
９
０

│
３
５
３
０
│
６
８
２
７
　
　
　
　

混
声
合
唱
団
「
フ
ォ
ン
テ
」

毎
�
19
時
、
西
原
近
セ
ほ
か
。
日

本
の
叙
情
歌
か
ら
ミ
サ
曲
。2

五

百
円
、3

三
千
円
。
福
井
�
73
│

２
１
２
６

社
交
ダ
ン
ス
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」

毎
�
18
時
、
教
福
。
初
級
・
中
級
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
中
心
。2

千
円
、3

五
千
円
。
出
口
�
０
９
０
│
９
１

３
７
│
３
８
５
５

仮
名
実
用
書
道
「
柏
葉
会
」

第
一
・
三
�
11
時
、
高
田
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千

円
。
湯
川
�
33
│
１
８
５
５

リ
ズ
ム
体
操
倶
楽
部

月
三
回

�
10
時
、
永
楽
台
近
セ
。
女
性
。

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
。2

千
円
、3

千
円
。
猪
俣
�

72
│
９
５
２
３
（
16
時
以
降
）

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、教福＝教育福祉会館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会



防
災
マ
ッ
プ
を
配
布

こ
の
た
び
市
で
は
防
災
マ
ッ
プ

を
全
面
的
に
改
訂
し
、
町
会
・
自

治
会
を
通
し
て
皆
さ
ん
の
お
宅
に

配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
防
災
マ

ッ
プ
は
、
市
内
十
七
の
防
災
エ
リ

ア
ご
と
に
最
新
の
防
災
関
連
施
設

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
見

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
防
災
マ
ッ
プ
は
、
お
近

く
の
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
・

柏
ビ
レ
ジ
・
根
戸
・
北
部
を
除

く
）
と
防
災
安
全
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
二
階
）
で
も
配
布
し
て
い

ま
す
。

1

防
災
安
全
課
�
67
―
１
１
１

５
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集

市
で
は
、
平
成
13
年
度
の
生
涯

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
学

習
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
グ

ル
ー
プ
に
無
償
で
指
導
や
助
言
な

ど
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
特
技
・
生
活
の
知
恵
を
お

持
ち
の
か
た
や
各
種
生
涯
学
習
イ

ベ
ン
ト
の
手
伝
い
が
で
き
る
か
た

申
し
込
み

生
涯
学
習
推
進
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
四
階
）
で
配

布
し
て
い
る
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
２
月
28
日

（
水
）
ま
で
に
生
涯
学
習
推
進
課

へ
直
接
※
申
込
書
は
電
話
で
請
求

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
　

そ
の
他

３
月
９
日
（
金
）
午

後
２
時
〜
３
時
半
に
、
三
〇
六
会

議
室
（
市
役
所
第
一
庁
舎
三
階
）

で
行
わ
れ
る
研
修
に
必
ず
参
加
を

1

生
涯
学
習
推
進
課
�
67
│
１

４
９
２

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

を
縦
覧

と
き

２
月
23
日
（
金
）
〜
３

月
９
日
（
金
）
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ

選
挙
管
理
委
員
会
事

事
局
（
市
役
所
第
一
庁
舎
四
階
）

対
象

十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

を
耕
作
し
、
年
間
お
お
む
ね
六
十

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
二

十
歳
以
上
で
、
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る

か
た

1

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�

67
―
１
０
９
２

固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧

３
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
平
成

13
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
の
台
帳
に
は
、
平
成
13
年
度

に
納
め
て
い
た
だ
く
固
定
資
産
税

・
都
市
計
画
税
の
も
と
に
な
る
、

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
価
格

や
課
税
標
準
額
等
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
資
産
の
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場

合
は
、
３
月
１
日
か
ら
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
三
十

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
柏
市
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申

し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
納
税
通
知
書
は
、
４
月

13
日
（
金
）
に
発
送
し
ま
す
。

期
間

３
月
１
日
（
木
）
〜
21

日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

資
産
税
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
二
階
）

対
象

固
定
資
産
の
所
有
者
・

納
税
管
理
人
、
所
有
者
か
ら
の
委

任
状
を
お
持
ち
の
か
た

用
意
す
る
物

印
鑑
、
運
転
免

許
証
・
保
険
証
な
ど
の
身
分
を
確

認
で
き
る
物

1

資
産
税
課
�
67
│
１
１
２
５

浄
化
槽
法
の
一
部
を
改

正「
浄
化
槽
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
、
昨
年
の
６
月
２
日

に
公
布
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
原
則
と
し
て
単

独
処
理
浄
化
槽
の
新
設
が
で
き
な

く
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。
た
だ

し
、
�
・
�
と
も
下
水
道
の
予
定

処
理
区
域
内
を
除
き
ま
す
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
浄
化
槽
の
定
義
か
ら
単
独
処

理
浄
化
槽
を
削
除
し
、
合
併
処
理

浄
化
槽
だ
け
を
浄
化
槽
と
定
義

し
、
４
月
１
日
以
降
に
新
設
す
る

浄
化
槽
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�
既
設
単
独

処
理
浄
化
槽
の
設
置
者
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
設
置
換
え
に
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
お
、
市
内
の
生
活
排
水
は
、

下
水
道
で
処
理
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
が
、
下
水
道
が
整

備
さ
れ
る
ま
で
に
長
期
間
を
要
す

る
地
区
で
は
、
戸
別
か
共
同
の
合

併
処
理
浄
化
槽
で
の
処
理
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

1

環
境
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
�
31

│
５
５
０
９

「
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
」

案
内
会
の
時
間
を
変
更

２
月
１
日
号
の「
広
報
か
し
わ
」

で
お
知
ら
せ
し
た
、
お
年
寄
り
や

障
害
を
お
持
ち
の
か
た
の
日
常
生

活
を
援
助
す
る
「
さ
わ
や
か
サ
ー

ビ
ス
」
の
案
内
会
の
時
間
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

と
き
・
と
こ
ろ

２
月
20
日

（
火
）
＝
田
中
近
隣
セ
ン
タ
ー
、

21
日
（
水
）
＝
増
尾
近
隣
セ
ン
タ

ー
、
22
日
（
木
）
＝
南
部
近
隣
セ

ン
タ
ー
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

２
時
〜
３
時
半

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

柏
市
福
祉
公
社
�
62
│
２
５

５
７通

行
止
め
に
ご
協
力
を

千
葉
県
で
は
、
手
賀
沼
南
岸
の

北
柏
橋
か
ら
手
賀
曙
橋（
沼
南
町
）

ま
で
の
九
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
散
策
が
楽
し
め

る「
手
賀
沼
自
然
ふ
れ
あ
い
緑
道
」

と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

５
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
工

事
期
間
中
は
、
北
柏
橋
か
ら
北
千

葉
導
水
路
第
二
機
場
（
戸
張
）
ま

で
の
遊
歩
道
へ
立
ち
入
り
で
き
ま

せ
ん
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

千
葉
県
都
市
計
画
事
務
所
公

園
緑
地
課
�
67
│
１
２
６
７

建
築
組
合
連
合
会
柏
支

部
柏
工
会
の
包
丁
研
ぎ

と
き

２
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ

マ
ル
エ
ツ
北
柏
店

（
松
葉
町
四
丁
目
）

そ
の
他

売
り
上
げ
は
社
会
福

祉
事
業
に
寄
付
さ
れ
ま
す

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
63

―
９
０
０
１
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全
国
の
や
さ
し
い
民
謡
「
か
し

わ
会
」

月
三
回
�
13
時
、
松
葉

近
セ
ほ
か
。
初
心
者
歓
迎
。3

三

千
円
。
桜
田
�
32
│
１
０
６
９

子
ど
も
の
英
語
「
ピ
カ
ブ
ー
」

毎
�
10
時
、
県
民
プ
ラ
ザ
。
一
歳

〜
就
園
前
。2

千
円
、3

三
千
五

百
円
。
新
井
�
34
│
１
６
５
４

子
ど
も
の
英
語
「
バ
ニ
ー
ル
ー

ム
」

毎
�
14
時
、
県
民
プ
ラ
ザ
。

三
〜
八
歳
児
。2

千
円
、3

三
千

五
百
円
。
関
�
39
│
５
５
９
６

書
道
「
青
葉
会
」

第
一
・
三

�
12
時
、
増
尾
近
セ
。
初
心
者
歓

迎
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
川

村
�
72
│
３
０
２
９

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
彗
星
ク
ラ
ブ
」

毎
�
・
�
９
時
半
、
逆
井
グ
ラ
ウ

ン
ド
。
子
ど
も
連
れ
歓
迎
。3

千

円
。
鈴
木
�
75
│
４
６
７
３

新
田
原
整
体
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

毎
�
12
時
、
新
田
原
近
セ
。
女
性
。

2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
橋
�

66
│
０
９
９
４

水
墨
画

月
一
回
�
10
時
、
教

福
。3

二
千
円
。
菊
地
�
74
│
４

６
６
３

初
心
者
の
た
め
の
ペ
ン
字

月

二
回
�
９
時
45
分
、
藤
心
近
セ
。

2

千
円
、3

千
五
百
円
（
手
本
代

は
年
千
五
百
円
）。
若
月
�
72
│

６
５
９
４

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
「
エ
ン
ゼ
ル
」

毎
�
18
時
、
南
部
近
セ
。
初
心
者
。

2

二
千
円
、3

三
千
円
。
北
原
�

73
│
２
５
４
９

女
声
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
フ
ル

ー
ル
」

月
四
回
�
９
時
半
、
藤

心
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。3

二
千

五
百
円
。
猪
爪
�
69
│
７
０
７
８

裏
千
家
茶
道
「
一
楽
会
」

第

二
・
四
�
13
時
、
松
葉
近
セ
。
基

礎
か
ら
。3

二
千
円
。
栗
山
�
33

│
１
０
２
２

呼
吸
法
ヨ
ー
ガ

毎
�
13
時
半

・
�
10
時
、
サ
ン
パ
セ
オ
新
柏
集

会
室
。3

四
千
円
。
紺
田
�
69
│

４
０
０
３

社
交
ダ
ン
ス
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
」

毎
�
14
時
、
田
中
農
協
十
余
二
支

店
。
モ
ダ
ン
初
級
・
中
級
者
、
カ

ッ
プ
ル
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。

佐
藤
�
54
│
５
７
０
７

か
な
書
道
「
香
翠
会
」

月
四

回
�
10
時
、
松
葉
近
セ
。
初
心
者
。

2

千
円
、3

三
千
円
。
永
井
�
31

│
５
６
４
１

初
め
て
の
フ
ラ
ン
ス
語
会
話

月
四
回
�
13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
。2

二
千
円
、3

四
千
円
。

松
田
�
32
│
０
７
２
２

柏
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル

第
二
�

13
時
、
教
福
。
発
表
会
あ
り
。3

千
円
。
石
川
�
76
│
１
４
９
６

写
真
ク
ラ
ブ
「
写
楽
」

第
一

�
13
時
半
、東
中
新
宿
町
内
会
館
。

初
心
者
〜
中
級
者
。3

五
百
円
。

山
口
�
69
│
１
４
６
９

ダ
ン
ス
「
あ
み
ゅ
ぜ
」

毎
�

18
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
。

2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。
秋
山

�
63
│
０
７
８
７

大
正
琴
「
花
の
会
」

第
一
・

三
�
13
時
、
第
二
・
四
�
16
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。2

千
円
、3

三
千

円
。
小
長
光
�
69
│
３
９
８
４

社
交
ダ
ン
ス
「
リ
ン
ド
ウ
ダ
ン

ス
会
」

毎
�
20
時
、
森
山
カ
ル

チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
。3

三
千
五
百
円
。

雨
野
�
66
│
２
３
７
２

60
歳
か
ら
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク

ラ
ス

第
二
・
四
�
11
時
、教
福
。

簡
単
な
ダ
ン
ス
と
ス
ト
レ
ッ
チ
。

2

千
円
、3

千
円
。
宮
川
�
45
│

０
７
９
５
（
19
時
以
降
）

社
交
ダ
ン
ス
「
カ
ト
レ
ア
会
」

月
三
回
�
18
時
半
、永
楽
台
近
セ
。

見
学
歓
迎
。
初
心
者
も
可
。2

二

千
五
百
円
、3

二
千
五
百
円
。
秋

山
�
69
│
５
７
２
０

房
総
太
巻
き
ず
し
の
会

月
一

回
�
＝
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
・
�
＝
光
ケ

丘
近
セ
、
時
間
は
９
時
半
。2

二

千
円
、3

三
千
円
。
藤
岡
�
72
│

６
６
４
６

手
造
り
パ
ン
と
お
菓
子
の
会

月
一
回
�
９
時
半
、
旭
町
近
セ
。

2

二
千
円
、3

三
千
円
。
広
岡
�

73
│
２
４
７
６

社
交
ダ
ン
ス
「
紋
白
蝶
」

月

四
回
�
15
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
多

少
経
験
の
あ
る
か
た
。見
学
歓
迎
。

3

三
千
円
。
河
合
�
76
│
２
３
３

４
◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
を

臨時休業のお知らせ�

地域福祉課 �67─1132

老人いこいの家（豊四季台1丁目）�
3月23日�まで�
※改修工事のため 

消費生活センター �63─5853

※点検に伴う停電のため 

消費生活センター�

　当日は電話もつながりませ
ん。消費生活相談は、千葉県
消費者センター（�047─434─
0999）で受け付けています。�
受付時間　午前9時半～正午
　　　　　午後1時～4時�

問�

問�

2月21日� 

国
民
健
康
保
険
料
第
九
期�

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第
四
期�

納
期
限
は
２
月
28
日
（
水
）�

※
口
座
振
替
の
か
た
は
預
貯
金
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い�

国
民
健
康
保
険
料
は
保
険
課
�
67
│
１
１
２
９�

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
収
納
課
�
67
│
１
１
２
２�

問�
介
護
保
険
料
第
五
期�

介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
課
�
67
│
１
１
３
４�

お
知
ら
せ
�

3月4日��
午前9時～午後6時�

3月25日�から�

3月3日～24日の毎
週土曜日午後1時
～2時半（計4回）�

市民体育館�

総合運動場�

市民体育館
剣道場�

ダブルス戦�

トーナメン�
ト戦�

太極拳入門
の説明と実
技�

市内在住・在
勤で中学生以
上のかた�

市内在住・在
勤のチーム�

市内在住で初
心者のかた、
先着50人�

1人500円�

1チーム年間30,000円�
（協会未登録チーム
は別に5,000円）�

1,500円�

2月28日�までに、
ユーアイスポーツ
かカノンスポーツ
へ費用を添えて�
3月10日�午前10
時～正午に、市民
体育館へ直接�

3月2日�までに、
近藤へ電話で�

井野�
�43─1899

戸田�
�74─6554

近藤�
�67─4655

種　目� 日　時� 会　場� 競技内容� 対　象� 費　　用� 申し込み� 問い合わせ��
市
民
大
会
・
講
習
会�

卓　　球�

軟式野球�

太極拳�
入門講習
会�

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園

の
臨
時
職
員

対
象

六
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

健
康
な
か
た
、
十
人
程
度

勤
務
場
所

あ
け
ぼ
の
山
農
業

公
園勤

務
時
間

午
前
９
時
か
ら
実

働
七
時
間
以
内
※
一
カ
月
十
五
日

以
内勤

務
内
容

公
園
の
管
理

賃
金
（
時
給
）

八
百
円
※
交

通
費
は
別
途
支
給

期
間

４
月
〜
11
月
の
う
ち
六

カ
月
間

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
持
っ
て
、
２
月
21
日
（
水
）

ま
で
に
、
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園

へ
直
接
※
郵
送
は
不
可

1

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
�
33

│
８
８
７
７

生
活
・
作
業
指
導
員

対
象

保
育
士
・
社
会
福
祉
士

等
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
か
福
祉

系
大
学
・
短
大
を
卒
業
し
た
か

た
、
若
干
名

勤
務
場
所

知
的
障
害
者
通
所

授
産
施
設
「
青
和
園
」

勤
務
時
間

月
曜
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

賃
金
（
時
給
）

九
百
十
円
※

交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
〒

２
７
７
│
０
８
７
２
十
余
二
　
一

七
五
│
四
一
　
青
和
園
へ
、
２
月

23
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当

日
消
印
有
効
）

1

青
和
園
�
31
│
９
３
６
０

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
大
会

と
き

３
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー

体
育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
小
学
生
以
上
の
か
た

種
目

小
学
生
の
部
・
中
学
生

の
部
・
一
般
の
部

費
用

無
料

申
し
込
み

２
月
28
日
（
水
）

ま
で
に
、
体
育
課
へ
電
話
で
※
で

き
る
だ
け
二
人
一
組
で

1

体
育
課
�
67
│
１
５
３
６

ス
ポ
ー
ツ

求
 
人

交
通
安
全
フ
ェ
ア
「
が

ん
ば
れ
！
一
年
生
」

と
き

３
月
４
日
（
日
）
午
後

０
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

対
象

新
小
学
一
年
生
と
そ
の

家
族
、
先
着
千
六
百
人

内
容

交
通
安
全
指
導
、
ド
ラ

え
も
ん
・
オ
ン
・
ス
テ
ー
ジ
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

交
通
施
設
課
�
67
│
１
３
０

４

催
 
し
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県
内
の
発
明
品
を
審
査
し
、
紹
介
す

る
「
千
葉
県
発
明
考
案
展
」
で
、
最
も

優
秀
な
作
品
に
贈
ら
れ
る
文
部
科
学
大

臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

作
品
は
、「
体
重
調
整
装
置
付
き
歩

行
器
」。
病
気
や
け
が
で
足
腰
が
弱
っ

た
人
の
歩
行
を
助
け
る
も
の
だ
が
、
上

半
身
に
頼
っ
て
筋
肉
を
痛
め
な
い
よ

う
、
状
態
に
合
わ
せ
て
足
腰
へ
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
介
護
が

必
要
な
人
が
、
残
っ
て
い
る
力
で
リ
ハ

ビ
リ
や
日
常
生
活
が
で
き
る
機
器
だ
。

本
職
は
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
の
金
型

を
造
る
技
術
者
。
気
が
つ
い
た
ら
こ
の

道
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
根
っ

か
ら
の
職
人
で
あ
る
。「
今
の
企
業
は
、

一
人
ひ
と
り
の
持
つ
技
術
が
細
分
化
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
設
計
か
ら
加
工

ま
で
で
き
る
人
は
か
な
り
減
っ
て
い
ま

す
」。
自
分
は
そ
う
し
た
技
術
を
持
つ

数
少
な
い
一
人
だ
と
自
負
す
る
。

介
護
が
必
要
な
人
の
た
め
に
、
ほ
か

に
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
ト
イ
レ
や
い
す
が

体
の
下
に
セ
ッ
ト
さ
れ
る
「
ト
イ
レ
＆

イ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
」、
布
団
の
取
り
換
え

や
寝
返
り
を
簡
単
に
す
る
「
ベ
ッ
ド
ロ

ボ
ッ
ト
」
も
開
発
し
た
。
三
つ
一
緒
に

使
え
ば
、
ベ
ッ
ド
に
寝
た
ま
ま
大
抵
の

身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る
よ

う
に
な
る
。「（
介
護
さ
れ
る
人
が
）
自

分
で
や
る
、
自
分
で
で
き
る
と
い
う
気

持
ち
が
生
き
が
い
を
生
む
。
そ
れ
こ
そ

が
人
間
ら
し
い
生
き
方
だ
し
、
そ
う
い

う
気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
と
が
介
護
の
基

本
」
と
い
う
の
が
、
持
論
だ
。

十
数
年
前
か
ら
難
病
を
患
う
妻
を
介

護
し
て
い
る
。
病
院
や
施
設
で
使
わ
れ

て
い
る
介
護
機
器
は
、
高
浦
さ
ん
の
目

か
ら
見
る
と
相
当
遅
れ
て
い
た
。
機
器

の
開
発
や
工
夫
で
介
護
す
る
人
の
負
担

を
軽
く
で
き
る
と
も
考
え
た
。
そ
の
思

い
が
介
護
機
器
の
開
発
に
つ
な
が
る
。

「『
開
発
』
と
は
、
同
じ
こ
と
を
ず

っ
と
長
く
思
い
続
け
て
い
る
こ
と
」。

ど
う
し
た
ら
介
護
さ
れ
る
人
が
人
間
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら

介
護
す
る
人
の
負
担
を
減
ら
せ
る
か
を

ず
っ
と
考
え
続
け
て
き
た
。

今
の
一
番
の
願
い
は
、
開
発
し
た
機

器
が
商
品
化
さ
れ
、
一
日
も
早
く
困
っ

て
い
る
人
に
使
っ
て
も
ら
い
、
喜
ん
で

も
ら
う
こ
と
。
工
作
機
械
が
雑
然
と
並

ぶ
小
さ
な
工
場
で
は
、
今
、
高
浦
さ
ん

の
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
た
ち
が
、
た
く
さ
ん

の
人
の
笑
顔
を
見
る
日
を
静
か
に
待
っ

て
い
る
。

新
逆
井
在
住
。
六
十
二
歳
。
妻
と
二

人
暮
ら
し
。

県発明考案展で文部科学大臣奨励賞を受賞
たか うら　　　 きよし
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「開発」とは思い続けること

この広報紙は古紙再生紙を使用しています

高浦 清さん

お正月を締めくくり

市内の保育園で豆まき

利根運河でたこあげ大会

今
年
の
優
勝
は
お
任
せ�

レ
イ
ソ
ル
に
新
加
入
選
手

イタリアサッカー協会が視察
来年は柏へどうぞ

�

「芹沢7介の作品と身辺の品々」

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �64-6413

机辺
きへん

二曲屏風（1969年）

開館 5周年記念特別展

「福は～内！鬼は～外！」－－市内の各保
育園では、節分に合わせて豆まきが行われ
ました。2月2日に行った土南部保育園では、
鬼の足音に似せた太鼓の音が聞こえただけ
で、あまりの怖さに園児が机の下に隠れて
しまう場面も。園児のお父さん扮（ふん）
する2人の鬼が現れると、泣きだす子やこわ
ごわ豆を投げる子で園内はさらに大パニッ
ク。でも最後は勇敢に豆をまき、みんなで
鬼を追い出してしまいました。

2001年、レイソルの新戦力となる選手と新しいユニフォ
ームが1月30日に発表されました。今年は、横浜Ｆ・マリ
ノスから移籍してきた柳想鐵（ユ・サンチョル）選手（写
真左端）や、アジアユース選手権で活躍した永井俊太選手
と中澤聡太選手（同左から 2番目・3番目）など、有力選
手5人が加入。昨年、あと一歩で優勝を逃し、悔し涙を流
したレイソルですが、西野監督からは「今年はGet the
top－優勝を狙います」という力強い言葉も。春からのＪ
リーグが待ち切れない－－！

前
日
に
降
っ
た
大
雪
が
残
る
１
月
28
日
、
利
根
運
河
の
堤
防
で
新
春
た
こ

あ
げ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
空
高
く
揚
が
っ
た
た
こ
は
、
子
ど
も
た
ち

が
作
っ
た
も
の
や
連
だ
こ
な
ど
、
色
も
形
も
さ
ま
ざ
ま
。
た
こ
を
揚
げ
た
後

は
、
豚
汁
や
つ
き
た
て
の
お
も
ち
が
振
る
舞
わ
れ
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
、
最

後
の
正
月
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
二
年
に
行
わ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
。
柏
市
は
、
出
場
国
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
名

乗
り
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
２
月
２
日
、
強
豪
・
イ
タ

リ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
広
報
担
当
者
な
ど
が
視
察

の
た
め
来
柏
し
ま
し
た
。
一
行
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

ほ
か
、
宿
泊
施
設
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク
。
柏
市
の
ほ
か
に
も
、
千
葉
市
や
仙
台
市
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

柏市の木：カシワ　鳥：オナガ
花：シバザクラ／カタクリ

「操作も簡単なので、お年
寄りでも使えます」

5月20日�までの午前 9時半～午後5時※休館日は
毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）
2月20日�は開館5周年を記念して入館無料です


